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摺曲軸面は睡に急斜し溺型綬依湯お稔搬蜘漉がよく

地層のたわみ(宮城県牡鹿串島)

歯りくねった“層をなした岩"が兎島にあると闘いて

にれはきっとみごとな襯繭であるに違いな～と期待

に胸はずむ思いで船頭さんに案内され初めてこの露顕

を前にし怒時の感激は忘れられない.地質家に当って

はミケランジュ潔の大壁画や力感こもる獺ダンの彫刻

を観るに勝るとも劣らぬ感動を覚える自然の造形物であ

ろう､

発達している.

ダイナミックな迫力ある

つねザとは別に繊細に

地層はジ里ラ紀最上部層曲運動の時期は自醒紀前期

中葉(宮古世前いわゆる大島変動)で路ると凄れている.

摺曲のtypeほ開い花部分(⑪照狐)ではζ㈱c繊泌で

あるが閉じた部分(眺se)では鳶i満三三雄帥嚢である1

この榴曲のすぐ東隣(右側)10㎜位ρ背斜構遺を載せた

本誌胴.エ53の表紙写真および説明を参照慈れたい.

織り落されたけミナ｣など堆積構造にも無隈の地質学

的ま繋…が潜んでいる,この岩の申に五億5千万年も

の気の遠く扱るよう校長い長い歴史が秘められている

のである.�


